
第７回原子力委員会定例会議議事録 

 

１．日 時  平成３１年２月２６日（火）１０：００～１０：３３ 

 

２．場 所  中央合同庁舎第８号館４階４１６会議室 

 

３．出席者  内閣府原子力委員会 

        岡委員長、佐野委員、中西委員 

       内閣府原子力政策担当室 

        竹内参事官、笠谷参事官補佐、岩坂調査官 

 

４．議 題 

 （１）第２０回アジア原子力協力フォーラム（ＦＮＣＡ）コーディネーター会合、 

    「２０１９スタディ・パネル」の開催について 

 （２）国立研究開発法人日本原子力研究開発機構が達成すべき業務運営に関する目標（中長 

    期目標）の変更について（答申） 

 （３）その他 

 

５．配布資料 

（１） 第２０回アジア原子力協力フォーラム（ＦＮＣＡ）コーディネーター会合、「２０１

９スタディ・パネル」の開催について 

（２） 国立研究開発法人日本原子力研究開発機構が達成すべき業務運営に関する目標（中長

期目標）の変更について（諮問） 

参考資料 

（１） 国立研究開発法人日本原子力研究開発機構が達成すべき業務運営に関する目標（中長

期目標）の変更について（諮問） 

 

６．審議事項 

（岡委員長）それでは、時間になりましたので、ただいまから第７回原子力委員会を開催いた

します。 
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  本日の議題は、一つ目が、第２０回アジア原子力協力フォーラム（ＦＮＣＡ）コーディネ

ーター会合、「２０１９スタディ・パネル」の開催について、二つ目が、国立研究開発法人

日本原子力研究開発機構が達成すべき業務運営に関する目標（中長期目標）の変更について

（答申）、三つ目がその他です。 

  本日は１１時を目途に進行させていただきます。 

  それでは、事務局から説明をお願いします。 

（竹内参事官）それでは議題１についてでございます。原子力委員会では、アジア地域の原子

力技術の平和的で安全な利用を進めるための協力の枠組みとしまして、１２か国の加盟国か

ら成るアジア原子力フォーラム（ＦＮＣＡ）を運営しております。本日はこのＦＮＣＡの関

連会議のうち、３月に開催されますコーディネーター会合及び「２０１９スタディ・パネ

ル」について事務局より御説明をいたします。よろしくお願いします。 

（笠谷参事官補佐）ＦＮＣＡの関連会合について御説明申し上げます。アジア原子力協力フォ

ーラム（ＦＮＣＡ）につきましては、２０００年４月に発足いたしまして、その前身である

アジア地域原子力協力国際会議も含めまして、長らく活動しているところでございます。こ

ちらの協力といたしましては、積極的な地域のパートナシップを通して、原子力技術の平和

的で安全な利用を進め、社会経済的発展を促進することを目指しております。そして参加国

は日本のほか、中国、韓国ですとか東南アジア諸国、バングラデシュ、オーストラリア等ア

ジア地域を中心に１２か国に及んでおります。 

  そして今回の会議は、昨年の１２月にも大臣級の会合を開催させていただいていたのです

が、ＦＮＣＡでは各国間連携してプロジェクトの方を進めております。大きく今７つの課題

を進めておるのですが、例えば放射線育種ですとか、加速器の利用、放射線治療ですとか研

究炉利用等などがございます。コーディネーター会合につきましては、これらのプロジェク

トの進捗状況ですとか、課題等を確認する場として行うものでございます。 

  では、資料に基づいて説明させていただきます。今回の資料、第１号の１ページ目でござ

いますが、ＦＮＣＡ、コーディネーター会合の開催についてということでございまして、こ

ちらの方は３月６日、水曜日に三田共用会議所の方で行わせていただきます。こちらの方で

は昨年の１２月の大臣級会合において採択された共同コミュニケを踏まえて、プロジェクト

の活動報告やその評価、今後の計画について討議する予定でございます。 

  また、理研の御協力も得まして、コーディネーター会合参加者を中心に理化学研究所の仁

科加速器科学研究センター、これは加速器等の視察ということで、テクニカルビジットを行
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う予定でございます。日本からは原子力委員会委員長、岡委員長が原子力委員、佐藤審議官、

また日本のコーディネーターは、和田智明ＦＮＣＡ日本コーディネーターが出席される予定

でございます。 

  ２ページ目、３ページ目をお開きください。２ページの方に３月６日の方の予定の方が書

いてあります。基本的には各国の方から、先ほど申し上げましたように、各プロジェクトの

成果報告を頂きまして、またコーディネーターによるプロジェクトの論評、評価等を行いま

して、今後の課題等々について議論してまとめるという予定になっております。 

  こちらの方は、日本の和田コーディネーターの方の仕切りのもとで、この会議の方は進め

ていく予定でございます。 

  まずはコーディネーター会合については、以上でございます。 

  続きまして、４ページ目、「２０１９スタディ・パネル」の開催についてでございまして、

このスタディ・パネルというのは何かといいますと、ＦＮＣＡ参加各国において、原子力利

用とか、そういうものが高まるにつれて、やっぱり実際に導入の際の法的基盤とか人材育成

等の課題とかがあるということの認識が共有されてきました。 

  そのため一昨年からこういう法的なことについて、比較的３か国の関心が高うございまし

て、こういったことをやっております。今年は昨年末に上級行政官会合を開催いたしまして、

そのときに今回の主題である「法的、規制的枠組みから見た原子力関連活動に関わる環境影

響評価」ということで、原発等を導入する際の環境影響評価というところについて、関心が

高うございましたので、各国の状況や日本の今の状況ですとか、そういうものを持ち合って

議論する予定でございます。スタディ・パネルの方は、コーディネーター会合に引き続き行

われまして、３月７日木曜日に、こちらも三田共用会議所の方で行われます。 

  ５ページ、６ページ目がスタディ・パネルの日程となっております。スタディ・パネルの

方は、当原子力委員会の佐野委員に理事長として会合の方を取りまとめていただきます。ま

た、セッション３の原子力に関する取組というところで、米国の例ということで、ＮＲＣ、

米国の規制委員会のＢｕｒｎｓ氏に来日いただきまして、米国の事例を話していただいたり

とか、あと、またセッション２の方では、ＮＥＡのＫｉｍｂｅｒｌｙ氏、この方は去年も来

ていただいているのですが、このＥＩＡに関する国際的な法的枠組みということで、ＯＥＣ

Ｄ／ＮＥＡからも御協力いただいてプレゼンをしていただきます。 

  また、日本からはこの分野に御詳しい宮森先生を御紹介いただきまして、日本の取組をお

話しいただく予定です。また、パート２のプレゼンテーション５の方でございますが、日本
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原電の協力を頂きまして、日本原電の方から現在の日本の取組、具体的な事例についてのプ

レゼンしていたき、その後、議論を行うという予定です。このほかにも加盟国の状況、特に

進んでいる先進的な事例などをもとに、この部分についても議論していきたいと思っており

ます。 

  こちらの方も７日に行いまして、その日に取りまとめをするというような運びとなってお

ります。 

  引き続き、ＦＮＣＡは参加各国の関心などに基づいて、このようなスタディ・パネルと勉

強会を開催してまいりたいと思っております。 

  事務方の報告からは以上でございます。 

（岡委員長）ありがとうございました。 

  それでは、質疑を行いたいと思います。 

  佐野委員、いかがでございましょうか。 

（佐野委員）御説明ありがとうございます。 

  これはアジア各国を中心とした原子力関係会合ですけれども、私はかなりユニークかつ有

益だと思っています。 

  というのは、恐らく原子力分野にいる人にとっては、当然のようなこともあるかも分かり

ませんけれども、外側から見ますと、これを活用できるんじゃないか。そういう観点から一

度検討していただく必要があると思います。 

  具体的には二つあって、一つはＳＤＧｓ（国連の開発目標）、２０３０年までに、１７の

目標達成を掲げているのですが、その中に医療や健康、食料増産、貧困撲滅などがあります。 

そういう意味ではＦＮＣＡをＳＤＧｓの中にどのように位置づけるのかというのを、次回

のＳＯＭで一度提起していただいてもいいのではないか。我々だけで内々にやっているので

はなくて、外側からどのように活用してもらうかという観点ですね。 

  それから、もう一点は、特にプロジェクトの話ですが、各国における開発計画、例えば国

連開発計画（ＵＮＤＰ）が行っている技術協力、更にはアジ銀（ＡＤＢ）が行っている技術

協力とのシナジー効果を求めることが大切なのではないかと思います。 

  ここに書いてあるように、ＩＡＥＡのＲＣＡとは協力してきているのでしょうけれども、

もっと医療とかの分野でＦＮＣＡを活用していただくという観点を是非次回のＳＯＭや担当

大臣会合で準備していただけたら有益かとに思います。 

  以上です。 
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（岡委員長）ありがとうございました。 

  中西委員、いかがでしょうか。 

（中西委員）どうも御説明ありがとうございました。このＦＮＣＡは原子力委員会が主催の一

番大きなアジアの協力フォーラム。２０００年４月からということで、非常に歴史も長く、

非常にいろいろな成果が出ていると思うのですが、今までのいいところ継承しつつ、改善す

べきところは改善すべきなのですけれども、もっとフィージビリティーを上げた方がいいと

思うのですね。 

  今、佐野委員も言われたように、非常に有益な結果がたくさん出ていまして、特にアジア

の国の人はＦＮＣＡの結果というのを、誇らしげにたくさん発表しております。そういう盛

上がりみたいなものをもっとほかに伝えて、広報をもうちょっと頑張っていただきたいと思

います。これからは情報発信はとても大切だと思いますので、何とか協力の方ですけれども、

フィージビリティーを上げて、成果を広報していただきたいなと思います。 

  以上でございます。 

（岡委員長）ありがとうございます。 

  私の方も、開催する準備、事務局も大変なのですが、整って開催ということで、アジア各

国にとって、あるいは日本にとって、非常に重要な会議であると思います。 

  皆さんがおっしゃったようなことなのですが、一つは、メディアに対してどういう成果が

出ているのだと、国民に対して、そういうのをもう少しこの機会に知っていただく準備をす

るのがいいのかなと。それから協力自身は非常に成果が出ていると思うのですが、ＩＡＥＡ

のＲＣＡがございます。佐野先生は国連のことをおっしゃいましたけれども、ＲＣＡなんか

と協力、特に今は中国と協力して、いろいろなことを考えてみる、我々で検討してみるとい

うのも必要な時期なのかなと思っております。 

  それから、スタディ・パネルの方は、法的枠組みということで、これも各国それぞれ参考

になると思うのですが、適切な講演者が用意できて、開催に至るという、大変いいことだと

思っております。 

  もう来週に迫っていますけれども、フォーラムが成功するように実施していきたいと思い

ます。 

  事務局、何かございますか。 

（笠谷参事官補佐）御指摘の方、ありがとうございました。やはり佐野委員、中西委員、そし

て委員長からもありました、特にＳＤＧｓとの関連、戦後はやっぱり日本人の寿命が伸びた
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りとか、やっぱりそれはひとえに農業の生産量が拡大して、今どんどん農業のＧＤＰという

か農業の割合としては低くなっているのですけれども、それは逆に農業にそこまで余裕がで

きて、ほかのことができるから伸びているわけで、そういう意味でやっぱり食べるものがな

いと、もう寿命も健康もへったくれもないわけでございます。昨年の１２月の閣僚級会合で

も収量の増加についてプレゼンしていただいた国もありました。 

  これはまだ実験ベースでございまして、大々的に実用化ということにはなってはいないわ

けですが、そういうものをもっと実用化したり、そもそもこういうものがあるということを

もっと広報していきたいと思います。あともう一つは、特に医療分野でいうと、子宮頚がん

の放射線治療、正に医療と食料ということで、寿命に直結するところをもやっておるわけで

して、ちょっと難しいかもしれませんが、それらを通じてアジア諸国の寿命がそれだけ伸び

ているのかというところ、我が国が貢献しているというところを示していけるようにやって

いきたいと思っております。また、メディアへの発信、フィージビリティー、そちらの方も

留意して進めていきたいと思っております。 

（岡委員長）ありがとうございます。 

  先生方、何かございますでしょうか。 

  それでは、ありがとうございました。議題１は以上です。 

  議題２について、報告をお願いします。 

（竹内参事官）国立研究開発法人日本原子力研究開発機構が達成すべき業務運営に関する目標

（中長期目標）、この変更につきましては、第６回原子力委員会で諮問を受け、文部科学省

より説明も頂いたところです。本日はこの諮問に対する答申案について、御審議をお願いい

たします。 

  それでは、事務局より答申案について説明をお願いいたします。 

（笠谷参事官補佐）御説明申し上げます。 

  先週、第６回の原子力委員会におきまして、文部科学省及び経済産業省から、国立研究開

発法人日本原子力開発機構の中長期目標の変更についてということで、諮問を受けました。

変更の必要性といたしましては、原子力委員会で決定をされております原子力利用に関する

基本的考え方や我が国におけるプルトニウム利用の基本的な考え方が策定されたこと。それ

から、もんじゅの廃止措置に関する基本的方針等によってもんじゅの廃炉に向けて取り掛か

っていること、また、エネルギー基本計画、戦略ロードマップが策定されたこと。また、機

構における廃止措置の作業部会を取りまとめが行われたことなど、このようなこの間の一連
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の政策文書、政策的な決定等を踏まえて変更になった説明を受けたところでございます。 

  それらを受けまして、原子力委員会のこの諮問に対する答申案について、事務局の方より

説明させていただきたいと思います。 

  この資料の２番目の原子力委員会の諮問の変更について（答申）で説明させていただきま

す。「原子力委員会につきましては、平成３１年２月１５日付３０文科政第１００号、２０

１９０２０８資第１５号をもって国立研究開発法人日本原子力研究開発機構法第２５条の規

定に基づき意見を求められた国立研究開発法人日本原子力研究開発機構の中長期目標の変更

については、今後の中長期目標に基づく業務の実施に関して、貴省におかれては、下記の事

項について十分配慮するよう求める」ということで、変更後、中長期目標に基づく業務の実

施に当たって、以下に原子力委員会として、配慮すべき事項について述べたいと思います。

また、その配慮をすべき事項については、今後検討を行っていただきまして、順次原子力委

員会の方に報告していただきたいと思っています。 

  まず、１ポツ、２ポツ、３ポツにつきましては、先ほど申し上げました原子力委員会の各

種の決定を参照するとありますが、特に参考にしてほしい我々の考え方を示したところでご

ざいます。 

  １ポツのところについては、原子力利用に関する基本的な考え方の特にマネジメントの部

分ですとか人材育成の部分等、あとイノベーションの推進部分について列記しております。 

  ２ポツについては、技術開発・研究開発に対する考え方、こちらも昨年の６月に原子力委

員会で決定したところでありますが、そちらについても今後の研究開発の在り方ということ

を期待しておりますので、その辺についても十分考えていただきたいということであります。 

  ３ポツについては、こちらも昨年出しました、これは見解でございますが、原子力分野に

おける人材育成についてということで、こちらは正に機構の中での人材育成、又は人事マネ

ジメント等を通じた人材育成ということも考えていただきたいということで、３ポツで列記

させていただいています。 

  また、４ポツにつきましては、今年に入って、原子力研究開発機構から成果についてのヒ

アリングを受けてきました。その中でこの間、その委員会でも議論になったことなのですが、

やはり機構は国内の他機関にはない特徴があるということでございます。これらの特徴を生

かして、機構の各組織と施設が連携して、また産業界との共同作業を通じて、是非機構の役

割を発揮してほしいと。その発揮の方法を是非考えていただきたいということを述べており

ます。 
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  ５ポツについては、こちらの方は是非機構の特色を生かして、イノベーションの成果を是

非取り込んで進めていただきたいと。イノベーションを進めるべく、機構の持つ機能と能力

を発揮できるようにする必要があって、その場合には人工知能ですとか、モノのインターネ

ット、微小電気機械システム等汎用目的技術などが関連しながらイノベーションが進むこと

について、原子力分野についても留意していただきたいと思っております。 

  ６ポツについては、これは昨年末にありました高速炉の開発のことについてでございます。

こちらの方は昨年の末に、高速炉ワーキングのグループの報告がまとまってはおるところで

はございますが、改めてこのワーキンググループの報告書に記載されました当原子力委員会

の意見ですとか、またその際に、その辺で前後して我々原子力委員会でも、高速炉開発につ

いての見解を出させていただきましたので、そちらの方についても踏まえて検討いただきた

いということでございます。 

  ７ポツにつきましては、核燃料サイクル研究開発については、自らの技術開発施設の廃止

措置のみならず、発電炉の廃止措置、東京電力福島第一原子力発電所の廃止措置など喫緊と

なっている課題等についても貢献できるよう、放射性廃棄物の処理処分ですとか除染、減容

などの技術開発を検討していただきたいということでございます。 

  ８ポツについては、これは中長期目標の変更の目標７のところに「その他業務運営に関す

る重要事項」についてということが書いてあるのですが、こちらの方は正に機構のマネジメ

ントの課題でございます。外部の意見や批判を取り入れる仕組みを再構築して、機構の経営

と運営の改善に生かす必要がございます。そして組織を細分化せずに、中間管理職の責任を

明確にされて、機構内外の関係組織相互の共同作業などを機能させていただき、研究開発や

仕事を通じて機構職員の能力向上に努めていただきたいということで、是非人材のマネジメ

ントを通じて機構の職員の能力を向上させて、機構のアクティビティーを拡大させていただ

きたいと思っております。 

  ９ポツにつきましては、業務運営に係る様々なリスクを低減するために、リスクマップを

作成していただきたいということでございまして、こちらについても外部とのコミュニケー

ションやその成果を役立てて、透明性の向上に努めていただきたいと思います。 

  １０ポツについては、これはもう一部、機構でもやられているとは思うのですが、先進事

例、特に廃炉だけではないのですけれども、欧米が先行している事例も多ございますので、

その教訓や欧米のピアレビューの結果を、今後の業務運営に生かしていただきたいと思って

おります。 
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  １１ポツにつきましては、基礎基盤研究の知識基盤の構築ということでございまして、機

構のみならず、もちろん大学の方でもやってはいるのですが、是非その原子力の基盤情報と

なるものの作成提供等に、貢献をしていただきたいと思っております。 

  １２ポツでございますが、こちらの方も原子力利用に関する基本的考え方を参考に、研究

開発機関と原子力関係事業者との連携・協働の推進を図っていただきたいと思っております。 

  １３ポツにつきましては、原子力利用に関する基本的な考え方の原子力利用の前提となる

国民からの信頼回復ということで、こちらの方も根拠に基づく情報体系の整備に貢献してい

ただきたいと思っております。 

  以上が今後の中長期目標に基づく日本原子力研究開発機構の業務実施に関して、原子力委

員会として配慮すべきと考える事項について記載しているところでございます。また、中長

期目標の変更の手続は進めていただいて構わないと考えております。今般記載の配慮事項に

関しては、引き続き文部科学省や日本原子力研究開発機構と当委員会が意見交換を行いなが

ら、しっかりとフォローしていきたいと思っております。 

  以上でございます。 

（岡委員長）ありがとうございました。 

  それでは、質疑を行います。佐野委員からお願いします。 

（佐野委員）御説明ありがとうございます。 

 今回は赤字の変更部分もさることながら変更されていない黒字の部分についてもコメントな

りアドバイスをしているということに是非注目していただきたいのです。一つ一つの内容は、

原子力委員会が今までやってきたことに基くもっともな内容で、是非これを建設的なアドバ

イスとして捉えて具体化し、是非中期目標に基づく中期計画に反映させていただきたいと思

います。 

  それから、その結果について順次報告していただきたく、事務局も含めて具体的にどうい

うタイムフレームで報告していただくのか詰めてください。ありがとうございました。 

（岡委員長）中西委員、いかがでしょうか。 

（中西委員）御説明ありがとうございました。 

  内容につきましては、この諮問にある中長期計画の変更点については、十分ＪＡＥＡさん

と議論させていただいたことだと思いますので、プルトニウムの基本来な考え方、それから

もんじゅの廃炉に関す基本方針が策定されたことを受けて、きちんと修正されていると思い

ます。 
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  また、コメントにつきましても、ここに書かれた13項目でいいと思います。ＪＡＥＡは日

本で原子力関係の唯一といいますか、研究開発をする機関ですので、非常に期待が大きくて、

人材育成や研究開発など、いろいろ入っておりますが、うまくそこをマネジメントしていた

だいて、中長期目標を掲げたからには、それをきちんとフォローできる体制をつくっていた

だければと思います。ありがとうございます。 

（岡委員長）ありがとうございます。 

  私からも幾つかコメントがあるのですが、まず中長期目標の答申とは一体何だということ

を、ちょっと事務局に解説をしていただきたい。私の理解するところは独立行政法人とかが

あって、それを目標を定めて、それで仕事をしていくということになっていると。ＪＡＥＡ

さんはたくさんある独法の中の一つで、その中長期目標については原子力委員会に諮問する

ということになっていて、諮っているという理解でよろしいでしょうか。 

（竹内参事官）はい、そのとおりでございます。 

（岡委員長）それで、中長期目標は毎年少し変わったりしているのですけれども、今回は基本

的考え方をつくって、その後、技術開発・研究開発の考え方、それから高速炉のロードマッ

プを伺って高速炉の見解、あるいは人材育成の見解、その他いろいろつくりましたので、そ

れも踏まえて検討していただきたいということでございます。 

  配慮すべきことを記として挙げさせていただいています。まず原子力利用に関する基本的

考え方の5.2．8の原子力利用の基盤強化においてのべた項目の（１）から（５）。技術開

発・研究開発に関する考え方の、１．基本的考え方の（１）、（２）と２．各ステークホル

ダの果たすべき役割の（１）、（２）。あと人材育成については、特に機構の職員の人材育

成、仕事をしながらの研究開発をしながらの人材育成というところが関係するというところ

を、記の項目１、２、３で述べさせていただいております。 

  ここで一番期待しておりますのは、先ほど中西先生もおっしゃいましたけれども、日本で

も唯一の組織的な国の費用による研究開発機関であるということで、４に書いてありますが、

大型施設の建設の運転、放射性物質を扱えること、職員数が非常に多くて、組織的な活動が

できること、例えば東電の福島事故が起こったときも、組織的な活動をＪＡＥＡの方が行い

ました。それから、あとは知識基盤を安全規制側と共有できるなど、規制との接点がＪＡＥ

Ａにあることです。そういう意味でユニークな組織であるということで、これを生かして産

業界等の共同作業を通じて創意工夫して、役割を発揮してほしいなというのが、私としても

原子力委員会としても非常に大きな期待であります。 
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  それから、5の項目では環境変化への適応と軽水炉等の要素技術についてもイノベーショ

ンを進める必要があること。項目６と７は高速炉と核燃料サイクルについて検討すべきこと

を書かせていただいています。ちょっと修文ですが、７の項目の３行目、「技術開発の検討

すること」となっていまして、「技術開発を検討すること」と修文しないとおかしいかなと

思います。 

  それから、８については業務運営に関する事項で、一つは経営の問題、いろいろ期待され

るところも多いかわりに、回りからいろいろ意見を頂くことも多い機構だと思うのですが、

そういう問題、それから、あとは先ほど申し上げました機構職員の能力向上といいますか、

非常に優秀な方、博士を持った非常に優秀な方がたくさんおられますので、そういう意味で

頑張ってほしいなと思います。これは人事管理の課題です。       。 

  ９番はリスクマップという言葉が出ておりますけれども、組織的にリスク管理をする、リ

スクというのは、決して放射線のリスクということだけではなくて、機構の運営に関わるい

ろいろなリスク、事業者等の関係もありますし、それを経営上の問題もありますし、そのほ

かいろいろあります。ＣＥＡがリスクレポートをつくって公表していますので、そういうの

も少し念頭にすることを期待しています。 

  あと１０番については、欧米のピアレビュー結果など、根拠に基づいて、いろいろな運営

を心がけて、業務運営に生かすようにと書いてあります。 

  １１、１２、１３については、知識基盤構築原子力関係事業者との連携・協働、根拠に基

づく情報体系の整備といったことでございまして、これは機構だけの仕事ではないのですが、

中核としても期待しているというようなことが書いてございます。 

  それで、今後役所におかれては、中期目標が定まったら、中期計画でフォローされると思

いますので、ここに書いてあるようなことを、今後私どもの方でフォローさせていただきた

いなと思います。必要なものは来年以降の中長期目標の中に反映されることを期待をしてお

ります。 

  私の意見は以上です。ほかにございますでしょうか。 

  それでは、案のとおり答申する、先ほどのちょっと修文だけして、答申するということで

よろしいでしょうか。 

  それでは、御異議ないようですので、案のとおり答申することといたします。ありがとう

ございました。 

  記載の配慮事項に関しては、引き続き文部科学省、日本原子力開発機構と意見交換を行い
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ながら、しっかりフォローしていきたいと思います。 

  議題２は以上でございます。 

  議題３について事務局から説明をお願いします。 

（竹内参事官）次に、今後の会議予定について御案内いたします。次回、第８回原子力委員会

の開催につきましては、開催日時、３月５日、１３時半から、開催場所は８号館５階共用Ｃ

会議室、議題は調整中で、後日原子力委員会のホームページ等の開催案内をもってお知らせ

いたします。 

（岡委員長）ありがとうございます。 

  そのほか、委員から何か御発言ございますでしょうか。 

  それでは、御発言がないようですので、これで本日の委員会は終わります。ありがとうご

ざいます。 

 


